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日日時　対対象　定定員　￥参加費　申申し込み

水の駅「ビュー福島潟」
北区前新田　☎025-387-1491
開館時間９:00～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館
●企画展「水の物語　猪爪彦一展」
日11/10（日）まで　￥入館料（一般400円、小・中
学・高校生200円、就学前児無料）
●自然ウオーク
日11/９（土）13:30～15:30　定先着20人　￥無料
●オオヒシクイ案内所
日11/15（金）・17（日）６:00～７:00　場雁晴れ舎　
￥無料
●潟の創作展
日11/16（土）～12/22（日）　￥入館料
●バードウオッチング
日11/23（祝）10:00～12:00　定先着20人　￥無料
※このほか別冊情報ひろば３面にも講座を掲載

新津美術館
秋葉区蒲ヶ沢　☎0250-25-1300　開館時間10:00～17:00　
※11/５（火）・11（月）～22（金）、12/２（月）～４（水）休館

●企画展「あたらしいかたち　新潟県人作家展」
日11/10（日）まで　￥一般700円、高校・大学生
300円、中学生以下無料
●コレクション展Ⅱ「版画のかたち　いろいろ」
日12/22（日）まで　￥無料
●秋葉区美術展覧会
日11/23（祝）～12/１（日）　※12/1は15:00まで　
￥無料

歴史博物館みなとぴあ
中央区柳島町２　☎025-225-6111
開館時間９:30～18:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●企画展「むかしのくらし展　布とむかしのくらし」
日12/８（日）まで　￥無料
●講座「絵図に見る新潟ゆかりの文人」
日11/24（日）13:30～15:00　￥100円
●布絵作り
日11/24（日）14:00～15:00　定先着15人　￥無料
●裂き織りのコースター作り
日11/30（土）、12/１（日）14:00～15:30
定各日先着15人　￥無料

會津八一記念館
新潟日報メディアシップ５階　☎025-282-7612
開館時間10:00～18:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●特別展「富本憲吉と會津八一～孤高の美の求道
者たち」　日12/15（日）まで　￥一般600円、大学
生300円、高校生200円、小・中学生100円　※土・
日曜、祝日は小・中学生無料

新津鉄道資料館　
秋葉区新津東町２　☎0250-24-5700
開館時間9:30～17:00　※火曜休館

￥一般300円、高校・大学生200円、小・中学生
100円　※土・日曜、祝日は中学生以下無料
●トイトレイン走行
日11/23（祝）～来年２/３（月）
●展示車両運転席・客室公開
日11/24（日）10:00～15:30
●パネル展「時刻表タイムトラベル」
日11/30（土）～12/27（金）
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みんなが主役の文化祭 9/15日～11/30土開催

文化祭の振り返りVol.1　～『文化の丁字路』新潟

国民文化祭・にいがた2019
全国障害者芸術・文化祭にいがた大会10

新潟と米
　江戸時代、越後平野で生産された米は信濃川や阿賀野川水
系の川を利用して各地から新潟へ集められました。
川船による年貢米輸送を支えたのが、船

ふな

道
とう

と呼ばれた舟
しゅううん

運
業者の集団です。越後にはいくつかの船道がありましたが、西
川を利用して流域の長岡藩領の米を関屋に
あった藩の蔵所へと運んだのが、新潟町の
舟運業者の蒲原船道です。蒲原船道は125
俵積みの大きな川船に乗り、西川沿いの村々
の年貢米が納められた郷

ごう

蔵
ぐら

で米を積み込み、
川を下って蔵所へと運びました。天候にも
左右されましたが、巻・曽根（西蒲区）の郷
蔵からの輸送には約６日、中野小屋・坂井
（西区）の場合には約４日かかりました。輸
送には難破などの危険も伴い、事故で米が
ぬれてしまうこともありました。
　天明年間（1781～1789）に長岡藩の蔵所
が白山神社付近に移った後は、ここに蒲原
船道が集めた米を含む約４万俵の年貢米が
納められ、新潟湊を通じて全国へと運ばれ
ていったのです。
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図１　寛政７（1795）年ごろの町蔵の
様子（「新潟町横町蔵屋敷銘々名面付
絵図」部分、新潟市歴史博物館所蔵）

図２　蔵所へ向かう信濃川の川船
（芳明筆「新潟町之図屏風」部分、新潟
市歴史博物館所蔵）

新潟市美術館　
中央区西大畑町　☎025-223-1622
開館時間９:30～18:00　※11/11・18・25、12/2（月）休館
●企画展「アンドリュー・ワイエス展　オルソン・
ハウスの物語」
日来年１/19（日）まで
￥一般1,000円、高校・大学生800円　※中学生
以下、障がい者手帳を持つ人と一部の介助者は無料。
11/10（日）14:00に展示解説を実施
●コレクション展Ⅱ「抽象の快楽、具象の誘惑。」
日12/１（日）まで　￥一般200円、高校・大学生
150円、小・中学生100円　※企画展観覧券で観
覧可。11/30（土）14:00に展示解説を実施
●講座「オルソン・ハウスとアンドリュー・ワイエス」
日11/16（土）14:00～15:30　定先着100人　￥無料
●講演とギャラリートーク「丸沼芸術の森　ワイエ
スコレクションの旅」
日11/23（祝）14:00～15:30　定先着60人　￥無料
（企画展の当日観覧券が必要）
※このほか別冊情報ひろば３面にも講座を掲載

史跡古津八幡山　弥生の丘展示館
秋葉区蒲ヶ沢　☎0250-21-4133
開館時間10:00～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●企画展「弥生時代後期の北越と北陸・長野との
交流」
日11/６（水）～来年３/29（日）　￥無料
※11/10（日）13:30から展示解説を実施

文化財センター
西区木場　☎025-378-0480
開館時間9:00～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●講演会「弥生時代における北陸西部と下越地方
の交流」
日11/17（日）13:30～15:30　定先着80人　￥無料

10月3日開催　川柳の祭典

10月20日開催　邦楽の祭典
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　国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭の開催
期間も折り返しを過ぎ、残すところ28日間とな
りました。10月には「川柳の祭典」、「邦楽の祭典」
などが盛大に開催されました。
　川柳の祭典では、みなとまち新潟をテーマに
事前投句・当日投句合わせて約１万５千句の応募
があり、個性あふれる句に会場が沸き立ちました。
　邦楽の祭典では、県内から5、県外から16も
の邦楽団体が集い、演奏が披露されました。地
元新潟からは市ジュニア邦楽合奏団がオープニ
ングを飾り、県邦楽連盟による新作「望郷～會津
八一の歌による～」の演奏では新潟の懐かしい情
景を思わせる音色が会場を包みました。

【まだまだ文化ふっとつ！11月の催し】
■日本舞踊の祭典　■日 11/10（日） 11:00～17:00　■場県民会館（中央
区一番堀通町）　■￥ 4,000円（自由席）　※チケットは会場で販売中


